
【取組内容】 ルーブリックの活用による学習状況の可視化と自己調整力の育成

岩沼市立岩沼北中学校（宮城県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【概要】
本校では、ルーブリックを作成し授業で生徒と共同編集し
て活用することで、教員は生徒の学習の様子をリアルタイ
ムに把握することが可能になり、生徒は見通しをもって学
習に取り組むことにつながっています。

【使用するアプリ 等】
Googleスプレッドシート、Google Classroom、生成AI

【活用の流れや工夫点、生徒の様子 等】
・ルーブリックには、「単元の目標」「単元の評価基準」「単
位時間での目安の学習内容」等の項目を提示し、単元 
での「自分の目標」「単位時間の目標」、「振り返り」につ
いて生徒が入力をします。
・ルーブリックは単元毎に作成し、単元の初めの時間に学
習の進め方や評価について生徒と確認をします。
・クラウドを活用し生徒と共同編集したことで、教師からは
「生徒の状態を把握しやすい」「良い気付きを生徒に紹
介しやすくなった」といった声が寄せられています。
・生徒アンケートからは「どんな内容を次にするかわかるから、
どんな視点をもって取り組めばよいかがわかりやすい」「評
価の基準が分かり、目指すところが明確になった」という感
想が寄せられています。
・生徒が入力するタブの複製に当たっては、生成AIを活用 
してスクリプトを作成したことで、ルーブリックの作成時間短
縮につながっています。
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